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・予告：令和４年度農業技術センター成果発表会
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内容 

ブ ド ウ Ｙ 字 樹 形 

～低コスト・省力化が可能な樹形の開発～ 

2022 １１ ［第５号］ 

群馬県農業技術センター 

競争力のあるブドウ経営を確立するため、低コスト、省力化栽培システムの構築に

向けたブドウ Y 字樹形を開発しました。 

本樹形は、新梢を 125～150cm、角度 20°の Y 字に誘引し、着果部高を 140cm と

する樹形です。専用棚を生産者自らが低コストで設置することができ、作業の省力化

も図ることができます。〈関連記事⇒次ページ〉 

低コスト・省力化が可能なブドウ Y 字樹形 



 

 
 
 
 
 

ブドウ栽培において、高い棚資材コストや年

間作業時間の約 56％を占める着果管理及び新梢

管理が５～７月の３ヶ月間に集中することが、

栽培面積拡大を抑制する要因となっています。 

そこで、作付面積を拡大し、競争力のあるブド

ウ経営を確立するため、低コスト、省力化栽培シ

ステムの構築を目指し、ブドウ Y字樹形の開発を

行いました。 

本技術の特徴について以下に示します。 

１ Ｙ字樹形は、新梢を 125～150cm、角度

20°の Y 字に誘引し、着果部高を 140cm とする

樹形です。 

２ Ｙ字樹形用棚と防鳥ネットの一体型設置

は、慣行の平棚と防鳥ネットの単独設置に比べ

て設置費用を約 38%できます。 

３ Ｙ字樹形用棚は、単純な構造のため、生産

者自ら施工することで、さらに設置コストを削

減することができます。 

４ Ｙ字樹形は、上向き作業が減り、新梢の誘

引角度が小さく容易であるため、シャインマス

カット栽培で測定した結果、誘引作業時間を

26％削減できます（図１）。 

５ Ｙ字樹形は、両腕を高く上げる袋掛け作業

が少なくなり、シャインマスカット栽培で測定

した結果、袋掛け作業時間を 11%削減できます

（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ---------------------------------------果樹係 

腕を高く上げない「袋掛け作業」 

上向き作業が減る「誘引作業」 

参考：設置費用の比較 
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図１ 10a あたりの誘引作業時間 

※エラーバーは標準偏差を示す（n=１０） 

図２ 10a あたりの袋掛け作業時間 

※エラーバーは標準偏差を示す（n=5） 

 

ブ ド ウ Ｙ 字 樹 形 

～低コスト・省力化が可能な樹形の開発～ 
（h） 

研究成果 

Y字樹形用棚＋
防鳥ネット一体型

平棚＋防鳥ネット
単独（慣行）

支柱類 171,600            240,000           
半鋼線類 21,900              30,000             
その他資材 258,000            310,000           
防鳥ネット 74,000              74,000             

合計 525,500            654,000           
(30,000×6人日) (30,000×16人日)

180,000            480,000           
合計（資材費＋工賃） 705,500            1,134,000         
費用削減額 -428,500           －
費用削減率（%） -37.8 －
※単位：円、資材費：H28時点の単価で試算、面積：324㎡

資材費

工賃

Ｙ字樹形 

Ｙ字樹形 

慣 行 

慣 行 



 

 

 

2019年 12月の国際連合食糧農業機関（FAO）

駐日連絡事務所の発表では、毎年、世界の食用作

物（農作物など）の最大 40％は病害虫によって失

われているとしています。 

農業技術センターでは、県内の主要農作物の主

要病害虫について発生状況を調査し、その調査結

果に基づいた病害虫の発生予報を毎月、発表して

います。これらを利用することで、病害虫被害の

軽減や環境に配慮した防除にもつながります。                  

今年度から、農業関係の皆様により親しんでも         

らえるよう予報の概要版を作成するとともに、ぐ           

んま認定農業者メールマガジンによる情報提供

も開始しました。是非ご活用ください。  

---------------------------------------- 発生予察係 

 

 

 

県内のキュウリ栽培では摘心栽培が主に行わ

れていますが、複雑な整枝方法のために技術習得

には長年の経験が必要となっており、誰でも高収

量を上げられる技術ではありませんでした。 

そこで、新規就農者や雇用労働者でも熟練者と

同じ生産性を達成できるよう、本県の気候にあっ

た新しい整枝法「群馬県版更新型つる下ろし整枝

法」を開発しています。 

令和３年度の促成作型と抑制作型にて新しい

整枝法を試験したところ、摘心栽培と同じ収量・

労働生産性となり、品質は高くなりました。 

今後は、試験の再現性や適応する品種の確認な

どを行いながら、摘心栽培を超えるよう改良を進

めていきます。 

------------------------------------- 野菜第三係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キュウリ新整枝法「群馬県版更新型つる下ろし整枝法」の開発 

病害虫発生予察事業の取り組み（親しまれる情報の提供） 

研究紹介 

毎月発表する予報の概要版 

 

更新型つる下ろし栽培の様子 

 



 

令和４年度農業技術センター公開 

 

予告：令和４年度農業技術センター成果発表会 

 

 

 

近年、リンゴの鮮度保持効果を有する「１－

MCP くん蒸剤（商品名スマートフレッシュくん

蒸剤）」の普及が進んでいます。収穫後の果実を密

閉した空間（写真１参照）の中に配置し、24 時間

の薬剤くん蒸処理をする技術で、処理後、果実の

鮮度が保持され、果肉硬度や食味の維持、油上が

りの抑制などの効果が認められます。しかし、薬

剤の反応性は品種によって異なるため、県育成品

種に対する効果を確認しました。 

県育成品種「おぜの紅」、「紅鶴」、「ぐんま名月」、

「スリムレッド」の中では、早生品種「おぜの紅」

の反応性が良く、貯蔵期間の延長効果があり、冷

蔵と併せることで 3週間の保存が可能となること

を確認しました（写真２）。この技術は、県内のリ

ンゴの生産者に広まりつつあり、「おぜの紅」の出

荷期間の延長に役立っています。 

-------------------- 中山間地園芸研究センター 

 

 

 

令和４年１０月１５日(土)に、3 年振りに開催

しました。「農産物の販売」「研究成果展示」「イ

ベント」コーナーを設け、天候にも恵まれて約

６５０人の来場があり盛況でした。 

特に『こども科学体験』コーナーは大人気で、

将来の研究者が育つことが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和４年度もコロナ禍は継続していますので、YouTube等を通じて動画配信を予定しています。詳細

は未定となっていますが、令和５年２月上旬までには農業技術センターＨＰ上で発表します。 

 

 

 

 

 

写真２ 処理を待つ県育成品種 

「おぜの紅」 

１－ＭＣＰ剤によるリンゴの鮮度保持技術 

研究成果 

写真１ くん蒸処理用テント 

報告・お知らせ 
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